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修学旅行での６年生の姿（ちょっとコアな話）
６月１日（木）～２日（金）、６年生の修学旅行（仙台方面）を実施しました。小学校での集大成とも

いえるこの学習は、６年生がとても楽しみにしていました。見学や宿泊地では、６年生の礼儀正しく積
極的な行動が随所でみられ、「さすが６年生、とても育っているな。」という思いを幾度もしました。

塩釜港でフェリーに乗るためにバスから降りた時のことです。建物に入ろ

うとしたそのとき、突然強い風が吹いて、２０メートル程先にある自販機の

横に置いてあった空き缶入れが「バタン」と大きな音を立てて倒れました。

それに気づいた６年生２名が、はっと驚いたような表情になり、こちらを見

たかと思うと次の瞬間、そのゴミ箱に向かって一目散に駆け出していました。

そして倒れたゴミ箱をもとに戻すと、何事もなかったかのような表情でまた

戻ってきたのです。

使命感や責任感というよりは、思わず行動してしまった２人。私は、この

ような行動が自然とできる子どもたちを誇りに思います。
＜うみの杜水族館にて＞

地域の皆様のお力をお借りして
学校には、教員だけでは充実させることが難しい学習もあります。例えば、農業科の野菜の栽培や米

作り、水泳の専門的な指導、朝の交通指導等、たくさんあります。そんなとき本校では地域の皆様のお

力をお借りして学習を進めています。下は農業科の苗植えの様子です。本当にありがとうござます。

６年３年１・２年

松山小の弱点克服のために
４月の PTA 総会で、「子どもたちの元気な挨拶について努力していきます。」と申し上げました。その

後の状況報告です。
毎朝、横断歩道で「おはようございます。」と声をかけます。６月頃ともなると元気な挨拶をする子ど

もが増えてきたので、ある日思い切って子どもたちを黙って迎えました。挨拶してくれる子どもはどれ
くらいいるかなと期待しながら。
さて、結果はというと、残念ながら満足できる子どもたちに育てきれてないことを反省する結果とな

りました。
挨拶は、社会に出てからもとても重要です。今から習慣化を図りたいと思います。自分から先に、相

手の目を見て、相手に聞こえるような挨拶ができるよう、今後も諦めずに指導を続けます。どうぞご家
庭でも一声かけていただき、元気な挨拶があふれる学校・地域作りにご協力をお願いします。

夏休み開始日、前後１週間に潜む危険 ！ ！
夏休みが７月２１日（金）より始まります。「夏休み開始１週間前」と「開始後１週間」は、けがや事故が

多い時期といわれます。ご家庭でも安全面にお気を付けいただきますようお願いします。




